
みなさん、こんにちは。今日は日本のコンビニについてお話します。

字幕をオンにして見てください。日本のコンビニを学びながら、日本語と漢字を
一緒に学べます。

コンビニという言葉は「コンビニエンスストア」を短くした日本の言葉です。

コンビニがどうして休まないのか、その理由をこれからお話します。一緒に見て
いきましょう。

1. いつも開いているお店

日本のコンビニの多くは24時間ずっと開いています。「24時間営業」と言います
。

また、お正月やお盆など特別な祝日も休みません。「365日営業」です。

だから、いつでも好きな時に買い物をすることができます。とても便利ですね。

お腹がすいた時にはお弁当やおにぎりを買えます。温かい食べ物もあります。

のどが渇いた時にはお茶やジュースが買えます。種類もたくさんありますよ。

急に雨が降ってきたら傘を買うこともできます。本当に助かりますね。

ノートやペンなどの文房具や電池や電球も売っています。生活に必要な物がそろ
います。

でも、コンビニが最初から24時間営業だったのではありませんでした。

日本に最初のコンビニができたのは、1974年のことです。まだ50年くらい前です
ね。

その頃は、朝早く開店して夜遅くに閉店していました。今とは少し違います。

では、いつから24時間営業するようになったのでしょうか。調べてみることにし
ます。

日本で初めての24時間営業は1975年に始まりました。福島にあるお店でした。

そのお店の周りにはたくさんの工場や会社がありました。夜も働く人が多かった
のです。



夜遅くに仕事が終わる人は買い物をする店がありません。とても困っていました
。

そこで、その人たちのためにお店を夜も開けてみようと考えた人がいました。

これが、24時間営業の始まりだったと言われます。人々の生活を助けました。

この試みは、大成功でした。夜もお店を開けているとたくさんのお客さんが来ま
した。

この成功を見て、他の店も24時間営業を始めました。日本中に広がっていきます
。

どうして、こんなに早く24時間営業が広がったのでしょうか。それには理由があ
ります。

1980年代の日本はとても景気が良い時代でした。「バブル経済」と呼びます。

たくさんの人が、夜遅くまで遊んだり、仕事をしたりしました。社会全体が眠ら
なかったのです。

夜に活動する人が増えたので夜に買い物したい人も増えます。コンビニはとても
人気になりました。

また、一人で暮らす人がこの頃から増え始めました。家族の形も変わってきたの
です。

一人で暮らしていると食事の準備が大変です。コンビニのお弁当は助かります。

コンビニは、時代の変化と人々の暮らし方に合わせて成長してきたお店なのです
。

昔の日本では、夜になるとほとんどのお店が閉まりました。町は静かで暗かった
です。

夜中に急に熱が出ても薬を買う場所がありません。次の日の朝まで待ちました。

コンビニができてから日本の夜の景色は変わりました。いつでも明かりがついて
います。

コンビニは、私たちの生活をより安全で便利なものに変えてくれたのです。

いつでも開いているという安心が日本の社会に生まれました。本当に大きな変化
でした。



このように、コンビニは人々の暮らしの変化と共に今の形になったのです。

2. 休まないお店の仕組み

コンビニがいつも開いているのはとても不思議に思いませんか。その仕組みを説
明します。

休まずお店を開けるためにはたくさんの工夫が必要です。一つずつ見ていきまし
ょう。

まず大切なのは、商品の管理です。商品が無くならないようにいつも準備をして
います。

コンビニには、一日に何回も新しい商品がトラックで届きます。だから品物がな
くなりません。

例えば、朝はお弁当やおにぎり、昼はパンやサンドイッチがお店にたくさん並び
ます。

時間に合わせて違う商品が届くのでいつでも新鮮なものが買えます。これはとて
も便利な仕組みです。

次に、お店にあるレジにも秘密が隠されています。レジは会計をするだけではあ
りません。

お客さんが何を買ったのかその情報がすぐに分かります。「POSシステム」とい
う仕組みです。

このシステムのおかげでどの商品が人気なのか、すぐに知ることができます。

また、明日の天気予報を見て売れる商品を予測します。雨なら傘を多く準備しま
すね。

暑い日には、冷たい飲み物やアイスクリームを増やします。お客さんが欲しい物
を用意できます。

このような情報システムがコンビニのお店を助けています。とても賢い仕組みで
すね。

そして、多くのコンビニは一つのお店だけで経営しません。大きな会社が関係し
ています。



この仕組みを「フランチャイズ」と言います。少し難しい言葉ですね。分かりや
すく説明します。

お店を経営したい人が大きな会社と契約をします。そして、お店を開くのです。

大きな会社は「本部」と呼ばれます。本部は、お店の経営を色々な方法で手伝い
ます。

例えば、どんな商品を売るか本部が考えてくれます。新しいお菓子や飲み物も作
ります。

商品の仕入れやお金の管理も本部が作ったシステムを使います。だから、経営が
しやすくなります。

テレビで流れるコマーシャルも本部が作って宣伝します。たくさんのお客さんが
お店に来ます。

このフランチャイズの仕組みが日本中にコンビニが増えた大きな理由の一つなの
です。

個人でお店を始めるよりも安心して経営ができます。たくさんの人が挑戦しまし
た。

また、商品を運ぶ方法にも特別な工夫があります。無駄なく運ぶことが大切です
。

たくさんの工場で作られた商品は一度、大きな倉庫に集まります。

倉庫では商品をお店ごとに分けて箱に詰めます。そしてトラックで運びます。

一つのトラックが、いくつかのコンビニを順番に回ります。無駄なく商品を届け
られます。

こうすることで、ガソリン代や運転する人の時間を節約できます。とても効率的
な方法ですね。

このようなたくさんの仕組みがお互いに関係し合っています。まるで、大きな機
械のようです。

お店で働く人だけではなく、商品を開発する人や、運ぶ人情報を調べる人もいま
す。

目に見えないところで大勢の人が働いているからコンビニは休まず営業できるの
です。



24時間365日、いつでも私たちを待っていてくれます。その裏には、すごい努力が
ありますね。

3. 町を助けるコンビニ

コンビニは、ただ便利なだけでなく町を助ける大切な役割も持っていることを知
っていますか。

買い物をするだけの場所ではなく私たちの安全な生活を支える場所にもなってい
ます。

ここでは、コンビニが持つもう一つの顔について詳しくお話しましょう。

まず、一つ目の役割は「防犯」です。犯罪を防ぐという意味ですね。

コンビニは夜も明るいので夜道を歩く人の安心につながっているのです。

暗くて静かな道よりも明るいお店があるほうが安心して歩くことができます。

もし、何か怖いことがあったらコンビニに逃げ込むこともできます。店員さんが
助けてくれるでしょう。

また「こども110番の家」というステッカーを見たことはありますか。

これは、子どもが危険な時に助けを求められる場所の印です。多くのコンビニが
協力しています。

あやしい人に声をかけられたり道に迷ったりした子どもをお店が守ってくれます
。

そして、店員さんが警察や家族に連絡をします。子どもたちを守る大切な役割で
す。

コンビニは、警察とも協力関係を作っています。地域の安全を守る仲間なのです
。

次に、二つ目の役割として「防災」があります。災害に備えるという意味です。

日本は、地震や台風など自然災害が多い国です。その時のために準備しています
。



多くのコンビニは、市や町と「災害時協定」を結んでいます。災害の時に助け合
う約束です。

大きな災害が起きて電気や水道が止まってもコンビニは営業を続けます。

お店にある食料品や水を災害で困っている人々に提供します。とても心強い存在
ですね。

また、お店の駐車場を少しの間、逃げる場所として使うこともあります。

災害の時には、正しい情報がとても大切になります。コンビニは情報を発信しま
す。

お店のラジオやテレビで最新のニュースを流したり地域の情報を伝えたりします
。

このように、コンビニは災害が起きた時に人々を助ける拠点になるのです。

さらに、コンビニは地域の生活を支えるたくさんの機能を持っています。

例えば、銀行のATMがお店の中にあります。ATMは、お金を出し入れする機械で
す。

銀行が閉まっている夜や休日でも、お金をおろせます。急にお金が必要な時に便
利です。

電気やガス、水道などの公共料金を支払うことも、レジでできます。

わざわざ銀行に行かなくても買い物のついでに支払えます。時間を節約できます
ね。

また、宅配便のサービスも利用することができます。荷物を送ったり受け取った
りします。

家で荷物を待つ必要がないので一人暮らしの人には特に便利なサービスです。

他にも、コンサートのチケットやバスの乗車券を買うこともできます。コピー機
も置いてありますね。

これらのサービスは私たちの生活に無くてはならないものになっています。

コンビニは、もはやただの小売店ではありません。社会を支えるものの一部なの
です。



社会を支えるものとは、電気や道路のように生活に欠かせないもののことです。

コンビニは、町の人々の生活をいろいろな面から支える、重要な場所になってい
るのです。

4. 働き手が足りない問題

いつでも便利なコンビニですが、実は、大きな問題を抱えていることをご存じで
すか。

それは、お店で働く人が足りなくなっているという問題です。「人手不足」と呼
ばれます。

ここでは、この人手不足の問題とその原因について詳しく見ていきましょう。

コンビニが24時間営業するにはたくさんの店員さんが必要です。交代で働く必要
がありますね。

お店は、朝、昼、夜の時間帯で働く人を分けています。これを「シフト制」と言
います。

特に、お客さんが少ない深夜の時間帯に働く人を見つけるのはとても大変です。

夜に働くのは、生活のリズムが昼と逆になってしまいます。体にとって、とても
負担です。

また、夜に働くのは時給が高いことが多いです。時給とは、1時間の給料のことで
す。

お店にとっては、高い給料を払う必要があるので経営が難しくなります。

では、どうして働き手がこんなに足りないのでしょうか。大きな原因が二つあり
ます。

一つ目の原因は「少子高齢化」です。日本の社会全体の大きな問題です。

少子化とは、生まれる子どもの数がどんどん少なくなっていることです。若い人
が減っていきます。

高齢化とは、お年寄りの割合がどんどん多くなっていることです。働く世代の人
口が減ります。



この二つが合わさって、働くことができる人の数が年々、少なくなっているので
す。

昔は、学生のアルバイトがコンビニの大きな力でした。しかし、学生の数も減っ
ています。

また、コンビニの仕事はただレジに立つだけではありません。覚えることがたく
さんあります。

商品の補充や店内の掃除、揚げ物など食べ物の調理もします。宅配便の受付も仕
事です。

公共料金の支払いなど複雑なサービスも増えました。仕事はどんどん大変になっ
ています。

仕事が大変なのに給料がそれほど高くないと感じる人も多いようです。

これが、働き手が足りない二つ目の原因と考えられます。仕事の内容と給料の問
題です。

この人手不足の問題はお店を経営するオーナーにとってとても大きな悩みです。

オーナーとは、お店の経営者です。働く人が見つからないとオーナー自身が働く
しかありません。

昼も夜も、休みなくお店に出なければなりません。これでは、体を壊してしまい
ます。

実際に、働きすぎて倒れてしまうオーナーもいました。社会の大きなニュースに
なりました。

この問題に対してコンビニの本部は、色々な解決方法を考え始めています。

例えば、外国人の留学生にアルバイトをしてもらうことです。今、多くのコンビ
ニで活躍しています。

言葉や文化の違う国で働くのはとても大変なことです。みんなで支える必要があ
ります。

また、お年寄りの方に短い時間だけでも働いてもらうという店も増えました。

元気なお年寄りが地域のお店で働くことは社会にとっても良いことです。



しかし、これらの方法だけでは人手不足を完全に解決するのは難しい状況が続い
ています。

24時間営業という便利さの裏で、働く人たちの大きな負担が隠れているのです。

便利なサービスを続けることと、働く人の健康を守ること。そのバランスが大切
です。

この問題は、コンビニだけでなく日本の多くの会社が向き合っている問題なので
す。

5. これからのコンビニ

人手不足という大きな問題をコンビニはどう解決するのか。未来の姿を考えてみ
ましょう。

今、コンビニ業界は新しい時代に向かって大きく変わろうとしています。

いくつかの新しい試みがすでに日本中で始まっています。一つずつ紹介しますね
。

まず、24時間営業をやめるお店が出てきました。「時短営業」と呼ばれています
。

夜中の数時間だけお店を閉めるという試みです。働く人の負担を軽くします。

お客さんが少ない時間はお店を閉めても大丈夫だと考えるオーナーが増えました
。

もちろん、24時間営業を続けてほしいという声もあります。どちらが良いか、話
し合いが続きます。

次に、新しい技術を使って人手不足の問題を解決しようとしています。

みなさんは「セルフレジ」を使ったことがありますか。自分で会計をするレジで
す。

お客さんが商品のバーコードを機械で読み取って、お金を払います。店員さんを
呼ばなくても大丈夫です。

このセルフレジを置くコンビニが、とても増えています。店員さんの仕事が少し
減りますね。



また、ロボットを使うことも研究が進んでいます。人の代わりに仕事をしてくれ
ます。

例えば、飲み物を冷蔵庫に補充するロボットがいます。これは力が必要な仕事で
す。

床を掃除するロボットはすでに多くの場所で活躍中です。深夜に自動で掃除をし
てくれます。

将来は、商品の品出しや簡単な調理もロボットが手伝うようになるかもしれませ
ん。

そして、AIの技術もコンビニの経営を助けます。AIは「人工知能」のことです。

コンピューターが、まるで人間のように考える技術ですね。とても賢いシステム
です。

AIは、過去のデータや天気から売れる商品を予測します。とても便利になります
ね。

「明日は暑くなるから、アイスを多く注文しましょう」と、AIが店長に教えます
。

店長は、商品を注文することに悩む時間が少なくなります。もっと大切なお仕事
に集中できます。

さらに、もっと未来の形として店員が一人もいない「無人店舗」の実験も始まり
ました。

お客さんは、自分のスマートフォンでお店のドアを開けて中に入ります。不思議
な感じがしますね。

欲しい商品を手に取ってそのまま店の外に出るだけで自動的に支払いが終わりま
す。

カメラやセンサーの技術がお客さんが何を取ったのかを正しく判断してくれるの
です。

まだ実験の段階ですが、もし実現すれば、人手不足は完全に解決されるでしょう
。

このように、コンビニは未来に向けて変化を続けています。でも、変わらないも
のもあります。



それは、地域の生活を支える大切な場所であるということです。その役割はもっ
と重要になります。

これからのコンビニは商品を売るだけではありません。人々が交流する場所にな
ります。

お店の中に、休憩できるスペースを作る動きも広がっています。お年寄りが集ま
る場所にもなりますね。

一人暮らしのお年寄りの家に、お弁当を配達するサービスもこれからは増えるで
しょう。

コンビニは、時代の変化と人々の求めるサービスに合わせて姿を変え続ける存在
なのです。

さて、これまでコンビニについて色々な角度から見てきました。いかがでしたか
。

いつも開いている便利さの裏にはたくさんの仕組みと努力がありました。そして
、社会的な役割も持っています。

一方で、働き手が足りないという大きな問題も抱えていました。その未来は、今
まさに変化の時です。

コンビニは、今の日本の社会が持つ便利さと課題の両方をよく表している場所で
す。

みなさんが次にコンビニへ行く時、今日の話を少しだけ思い出してくれるとうれ
しいです。

きっと、いつも見ている景色が少しだけ違って見えるはずです。これで、今日の
お話を終わります。

お疲れ様でした。最後まで見てくれてありがとうございました。

今日の動画はいかがでしたか？動画の感想や意見をぜひコメントで教えてくださ
い。

また、たくさん動画を作れますので、グッドボタンとチャンネル登録、ハイプを
よろしくお願いします。

それではまた別の動画でお会いしましょう。


